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第３回小金井市男女平等推進審議会（平成１８年度第１回） 

平成１８年５月２６日（金） 

 

 

【大久保副会長】  会長がおくれているようなので、副会長のほうで先に始めさせてい

ただきます。 

 きょういらっしゃる予定になっていて来ていないのは会長と田村委員と、本川委員もい

らっしゃる予定ですか。 

【成瀬室長】  ３０分おくれるという連絡を受けています。 

【大久保副会長】  では、定数には達しているようなので開始したいと思います。 

【成瀬室長】  本日はお忙しいところ、ありがとうございます。本来ですと課長も出席

する予定なんですが、本日午後から別の会議が入っていまして、そのまま延長になってお

ります。多分こちらには来れないと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 本日の資料の確認をさせていただきたいと思います。資料の１番目に、第３次行動計画

「個性が輝く小金井男女平等プラン」に関する提言をいただいた内容のものを所管課のほ

うに調査をいたしました。その報告書をつけてあります。行政連絡会議の議長の企画財政

部長の文書になっております。会長あてに文書が出ておりますが、その他の委員様には写

しとして見ていただきたいと思います。次に、「ジェンダー・フリー」についての国の通知、

それと、ここでまとまりました審議会等女性の登用状況調査（平成１８年４月１日現在）

の結果をつけております。 

 そのほかに今回の会議の資料としてではなくて、参考ということで、男女共同参画社会

づくりに向けての全国会議ということで、６月２６日に東京厚生年金会館で行われます内

閣府の会議の通知を添付してあります。こちらは６月２日必着ということで申し込み制に

なっておりますので、希望される方は往復はがきでお願いしたいと思います。 

 それと、東京都にお願いしまして、男女共同参画基本計画（第２次）の概要版の資料を

取り寄せましたので、内閣府の計画の内容として見ていただきたいと思います。 

 それと、新聞の写しですが、最近のものをまとめてあります。これは前回の会議以降の

内容になります。 

 それからピンクの紙は、６月２５日日曜日、２時から４時まで行われます、男女共同参

画週間のつどいということで、今回、元ＮＨＫのキャスターであります村松真貴子さんに、
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食ということで、「おいしく食べてイキイキ元気！」という題で講演をお願いしております。

男女共同参画週間のつどいは、今までいっぱいになった経過がありませんので、今回はこ

れを期に定員を満たすように努力したいと思います。これから市内の各団体、または市民

あてに広報活動を行いますのでご協力をお願いいたします。きょう印刷ができたばかりで

すので、これから配布予定、庁内印刷にかけますので、配布等にご協力いただければと思

います。よろしくお願いします。 

 以上が資料です。 

【大久保副会長】  では、傍聴の方がいらっしゃいますので、意見用紙についての説明

をしてください。 

【成瀬室長】  傍聴者の方につきましては、意見を記載する用紙があります。そちらに

記入していただいて、時間中に出していただければ、こちらで会長に提出して、会長のほ

うで委員に内容をお伝えします。ただ、内容については審議は行えませんので、ご了解く

ださい。また、発言もできませんので、よろしくお願いいたします。 

【大久保副会長】  では、次第の内容の（１）、第１回小金井男女平等推進審議会（平成

１７年度第３回）及び第２回小金井男女平等推進審議会（平成１７年度第４回）会議録の

確認について。皆さん、ご自宅のほうに第３回と第４回の分の会議録が送られたことと思

いますが、内容についてさらに修正点はございますでしょうか。特に修正点がなければ承

認をお願いしたいんですが、よろしいでしょうか。 

【成瀬室長】  事務局のほうの発言の記録の一部訂正が発生しましたので、第４回の会

議録については、修正をした上で再度送らせていただきます。その点、ご了解ください。

内容的には事務局の発言部分だけですので、影響ありません。 

【大久保副会長】  では、その部分だけ訂正したものが再度送られてくるということで、

承認いただきましたということで、ありがとうございました。 

 それでは議題１、第３次行動計画「個性が輝く小金井男女平等プラン」推進状況調査報

告書（平成１６年度）について。調査報告書自体は前回までに配られたものですよね。 

【成瀬室長】  前回、行政評価の調査内容と今回の調査内容の比較をしたものを送らせ

ていただいております。それについても見ていただくということで進めさせていただきま

した。今回、１６年度の推進状況調査の結果について、また継続してご審議いただくこと

になりました。前回、何か疑問点がありましたら事務局に問い合わせてくださいという話

になっておりましたが、現在まだ質問事項は出ておりませんので、今後またありましたら
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出していただきたいと思います。よろしくお願いします。 

【諸橋会長】  出先から来たもので、時間の配分を間違えまして、遅くなってすみませ

んでした。 

 議題１ということで、これはこの前、一度持ち帰ったわけですね。いかがでしょうか。

今お手元にある資料が５月２６日付けの……。 

【大久保副会長】  庁内会議の集約だそうです。 

【成瀬室長】  進行の関係でちょっと提案よろしいでしょうか。どうしても行動計画の

推進状況については時間がかかると思いますので、その辺をどうしましょうか。最新の今

回提供させていただいた資料を先にされるか……。 

【諸橋会長】  そうですね。まず資料の、第３次行動計画「個性が輝く小金井男女平等

プラン」に関する提言に対する所管課の今後の取組み及び課題等ということで、提言とい

うのはこちらの会議で去年の夏に出したものですよね。 

【成瀬室長】  １０月２１日付けでいただいたものです。 

【諸橋会長】  これはご説明いただいたほうがよろしいですか。 

【成瀬室長】  お読みいただく程度で。即、実施できる状況にないものがありますので、

その対応を検討しますという趣旨のものがかなりあります。 

【諸橋会長】  では順繰り見ていきましょう。調査票ということで、提言の内容の１番

が、条例が知られていないのでもっとＰＲをしてくださいということですけれども、広報

広聴課のほうではいろいろ工夫していますということが出ていますね。環境政策課のほう

でも、女性委員を選出するように努力している。障害福祉課は委員の任命を心がける、介

護福祉課はそういうサービスをしているということですね。公民館のほうは講座を中心に

ということですけれども、この１番は全部の部署に投げかけたんですよね。それでお返事

いただいたのがこの５部署ということでありましょうか。この審議会として条例のＰＲ、

あるいは浸透ということで、何かほかにアイデア、ご意見ありますか。 

【大久保副会長】  これ、教育委員会とか学校関係からは一切返事が来てなさそうです

ね。公民館がせいぜいで。 

【成瀬室長】  事務局としましては、一応働きかけはしました。 

【諸橋会長】  これは市民意識調査とか何かをしないと、どのぐらい知られているかと

いうのがわからないので、何らかの形で条例がどれほど人々に知られているかという基本

的なデータが必要な気がしますね。それから前もお話ししましたけど、ちょっと別のとこ
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ろで関わっている和光市の審議会は、子ども向けのパンフレットをつくって、イラスト入

りで、ルビつきで、学校を使って配っているようですけれども、条例そのもののパンフレ

ットをたくさんつくってあちこち配布したり、子ども向けのものをつくったり、イラスト

入れたりとか、予算の問題もありますけれども、そういう工夫ができるような気がするん

ですが、何かアイデアございましょうか。 

 ２番は、条例に伴ってできた苦情処理です。環境政策課では、男女平等に関することで

苦情は来ていないということです。こちらもＰＲをということを提言しましたけれども、

返事が２カ所から来ております。 

 ３番が、市民向け・職員向けの男女平等意識調査をしてくださいということですが、市

民向けの実態調査は平成１１年度に行われて、第３次行動計画、平成２４年度までですけ

れども、あるいは平成１９年度までの実施の中で実施したいということで書かれておりま

す。ということは、来年は市民意識調査は何とかできそうだということかと思いますが、

これは何とか実現していただければと思います。もし前倒しできるなら本年度中にでもや

っていただければと思います。それから職員に関しては、今年度の早い時期に実施したい

ということです。 

 ４番目が、第３次行動計画推進状況調査報告を速やかにしてくださいと。これは前から

お願いしているように、事業の評価時期を早めにしていただきたいということで、広報広

聴課からは、平成１８年度においては全事業の約７５％に拡大して実施を予定していると。

処理するには７カ月ほどかかるということで、なかなか行政評価が時期的にしづらい、調

査・集計日程は短めにするよう努力したいということが書かれています。 

 ５番目が、第３次行動計画推進状況調査報告に男女平等の視点を入れてくださいという

ことで、行動計画の進捗状況の報告は男女平等の視点が入っているかどうかよくわからな

いところもあるということで、広報広聴課からは、行動計画の体系に沿った報告に努めま

すというご返事をいただいています。 

 ６番目が、この男女平等推進審議会で審議された要点を庁内にうまく伝えていただきた

いということなんですけれども、企画課のほうからは国の取り組み、それから市において

も喫緊の課題と認識している、ホームページへ掲載するなど今後も積極的な情報の発信に

努めるということです。広報広聴課のほうは、庁内情報システムを利用し周知していくと

いうことです。 

 ７番目、職員の意識改革ということを提言しましたが、次世代育成のための職員向けパ
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ンフレット等をつくるということです。ただし、庁内に保育所を設ける考えは今のところ

ないということですね。まず市民のためが優先ではないかということで、そういうお返事

をいただいています。 

 ８番目、すべての事業に必要に応じて保育をということですが、経済課からは、提言の

必要性は認識しているが、保育室の確保や安全性、既存の施設や制度の活用も含めて研究

する必要があるということです。それから介護福祉課のほうは、説明会等の開催時、要望

があれば保育室を設けている。児童青少年課も対応している。公民館も必要に応じて措置

をとっているというご返事のようですね。 

 それから９番目が、拠点施設ということで、センターがまだないですけれども、企画課

のほうでは、女性の生活と地位向上を図るための活動拠点として男女平等推進センターの

設置を検討することとしていますということで、今後研究していくということのようです。

おおむねこの９点、提言を行ったものに対して回答が寄せられております。いかがでしょ

うか。 

 別紙のほうが評価の流れですね。第３次行動計画の推進状況は今年の７月から把握が始

まり、８月から調査が始まり、１０月には編集を終えて、１１月には出したということで

す。行政評価事業って、全般的なあれでしたか、行動計画に関してでしたか。 

【成瀬室長】  市の全体です。 

【諸橋会長】  １次評価と２次評価って、何が違うんでしたっけ。 

【成瀬室長】  １次評価は職員が課のまとめとして提出するものです。２次評価が、そ

の出たものを課長のグループによって聞き取り調査を行います。 

【諸橋会長】  それで公表していくということですね。この行政評価事業と第３次行動

計画推進状況調査とはどう重なり、どうダブらないんでしょうか。 

【成瀬室長】  基本的には同じ調査の内容になるわけですが、事務局としましては、重

複調査を避けたいというので、行政評価をできるだけ有効に使いたいという趣旨で行政管

理課のほうと話をしております。行政評価の関係についてはほぼその形に固まりつつある

んですが、報告にも書きましたとおり、昨年が５０％、今年が７５％ということで、いま

だ１００％に至っておりません。昨年１００事業が行動計画に該当したということで、残

り１３０ほどがまだ行政評価に加味されていない状況です。今回７５％の中にどの程度入

るかがまだ結論が出ておりませんので、その動きを見ながら今年も並行処理をせざるを得

ないというところです。その状況がいつ１００％になるかという結論ができない中で、同
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じ措置を、これは２年目に入りますので、果たしてそれがいいかどうかという評価もせざ

るを得なくなるかなと。本来ですと、審議会のほうで進捗状況に対する評価という、検討

としてとりあえず市の行政評価の動向を見るという状況になっておりますので、その動向

をいつまで見るかという判断をする必要があるかどうかというところも含めてご検討して

いただきたいと思います。今のところ予算の関係の行政評価がメインですので、予算を伴

わない事業も含めるように行政評価のほうに今お願いしております。こちらとしましては

１００％載せたいんですが、１００％はかなり難しいかなという状況です。ただ、評価と

しましては、内容的には今までの推進状況調査よりもかなり密度が濃い、内容のいいもの

が出てきますので、事務局としてはそれを使いたい希望があります。審議会にお願いして

おります推進状況の評価が３年越しになりますので、その辺を検討いただけるか、お待ち

いただけるか。 

【諸橋会長】  私たちの審議会の課題そのものが評価システムづくりということだった

わけですね。順番からすると、それを考えようかというときに市全体で評価システムを取

り入れるので、それに相乗りしようかという話になって、やってみたら思ったよりこちら

の聞きたいことが十分聞けない、あるいは評価できないというような流れのような気がす

るんですけれども、どうしましょう。評価に関しては我々審議会の仕事でもあるので、も

う一度仕切り直さなきゃいけないのか、それともこの流れに沿って少し待つかということ

になるかと思いますけれども、いかがでしょうか。条例上ですと、ほんとは毎年のように

年次評価して出して、報告して、公開しなきゃいけない性質のものですよね。第３次行動

計画というよりも、毎年分の女性政策というべきですけれども。しかし、これは一応公約

をしているものだから、毎年分はちゃんと出さなきゃいけないし……。 

【河合委員】  成瀬さんに伺いたいんですけれども、行政評価の各担当者自身も、年度

によって、人事異動がありますと、書く人が違ってくるということもあるわけですよね。

書く人が違うことによって書き方が大分レベルアップするとかレベルダウンするというこ

とはありませんか。 

【成瀬室長】  昨年初めて実施した５０％の事業の内容につきましては、職員の温度差

が現実あります。ただ、これが２回、３回繰り返すことによって、内容的には２次評価で

必ず職員の意見聴取を求められますので、そこでかなり精査されていくかなと。今年２年

目になりますから、たとえ異動があったとしても公表されている資料につきましては、今

年よりも来年、来年よりも再来年ということで、中身は精査されていくと思います。事業
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自体も、職員が聞き取りをしながら資料を事業担当者ごとに基本的には作成しますので、

人事異動で新しく来た方は、仕事がわかっていないとちょっとレベルダウンしてしまうか

なというのは現実あろうかと思います。 

【諸橋会長】  ほかはいかがでしょうか。 

【河合委員】  論点はちょっと違うんですがよろしいですか。小金井市で他に基本条例

がいろいろありますね。そういったような条例というのは、言い方は悪いかもしれません

が、つくったらつくりっぱなしで、それを何かに盛り込んでパンフレットで配るとか、そ

ういったことはしておられるわけですか。市民参加条例なんかは時々公民館に置いてあっ

て目にすることはあるんですけれども、ほかの条例類は一般市民に知ってもらうという努

力は市ではしておられますか。 

【成瀬室長】  ホームページ上は載っているんですが、あとは主管課のほうの対応で、

男女共同参画の関係からいきますと、成人式のほうに男女平等都市宣言の啓発も行っては

いるんですが、条例等につきましてはつどいとかパレット、そういう事業の際に窓口に置

いて、そこで周知を行っていくという状況です。ですから、各担当の主管課の対応によっ

て違ってきます。 

【諸橋会長】  イベントのときに置いておくというのは、こういうプリントスタイルで

ということですよね。持ち帰って一家に一冊とか、本棚にあるといいんだけど。 

【河合委員】  ここでは答えにくいことかもしれませんけれども、今、子どもたちが「私

たちのまち小金井」という副読本を持っているわけですね。ああいったものの中に、やさ

しく参加条例とか環境条例とか男女平等基本条例を書き込んでくれるような希望は出せな

いのでしょうか。何も難しくこの条例を全部載せるのではなくて、こんなことがあるんだ

よ、こうしてみんな仲良くしようねといったものを小さいころから何気なく、それこそ子

どもの権利条約はそうですよね。さっき少し話がありましたが、各家庭に子供向けにやさ

しい、中学年向けにちょっと難しく、高校生向けにさらに難しい冊子を、国が各家庭に配

布するぐらいの意気込みでやっているわけですよね。だからせめて小金井の場合、ほかの

市はわかりませんけれども、それぐらい、すりこむぐらいはできるんじゃないかなという

気がするんです。私たちの思いとしては、それぐらいやっていただいていいぐらいじゃな

いかなと思うんですけれども。 

【成瀬室長】  内容的には対応可能だと思いますが、ただ予算が伴うものですので、そ

ちらの了解が得られない限りは。 
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【大久保副会長】  これは何年かに一遍とか、毎年毎年つくりかえるんじゃないですよ

ね。何年かに一遍、改編なんですよね。 

【成瀬室長】  ちなみに今年の予算で、成人式の関係で、各課ばらばらで啓発を行って

いたものを、昨年予算要求しまして男女共同参画室でまとめたんですが、選挙管理委員会

と経済課、保険年金課とあわせて一冊の冊子をつくるという形で進んでおります。その中

に男女共同参画室の条例も概要版で、本文を抜き取りながら載せたいと思っています。 

【河合委員】  それは二十歳ですよね。 

【成瀬室長】  二十歳です。それと同じことを、今度は小さいお子さん向けという形に

なると思います。 

【諸橋会長】  ぜひ副読本なんかに織り込んでいただいて、それから成人式のときに配

って、あとは市の要覧や、便利帳は今は出していませんでしたか。 

【成瀬室長】  便利帳は定期的に更新しております。 

【諸橋会長】  そういうときにぜひ、全部載せることはないですけれども、骨子だけで

も載せていただけると。あとはホームページでごらんくださいでいいわけですから、ぜひ

そういうのも入れていただければ。 

【大久保副会長】  便利帳は転入してきたときに、転入届けを出すと最初にもらうでし

ょう。だから、あれにこの市にある条例などが一覧で出ているだけでも違いますよね。 

 この調査の中身について質問なんですけれども、ほかの課のところは答えづらいだろう

から、３の広報広聴課の回答の中に、職員向け意識調査については、平成１８年度の早い

時期に実施したいと書いてありますが、具体的に予定は立っていますか。 

【成瀬室長】  中身につきましては、６月の事業が１つ終わった段階から動きたいと思

っております。ただ、内容につきましては、前回の内容を引き継ぎながら、またこちらの

ほうに各委員さんのご意見を、審議会の日程が多分６月ではできないと思いますので、こ

ちらから通知を送らせていただきたいと思っております。 

【大久保副会長】  そうすると、具体的に実施して結果が出るのはいつになりそうです

か。 

【成瀬室長】  夏ごろを目指していますので、秋口には集約できればなと考えておりま

す。ただ、今まだ確定はできません。 

【大久保副会長】  こがねいパレットは１２月ごろの予定ですよね。 

【成瀬室長】  その前にやりたいと思います。 
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【大久保副会長】  そこで結果が発表できるとか。 

【成瀬室長】  目指します。 

【諸橋会長】  １２月のパレットまでにぜひ職員向けの意識調査の結果をまとめていた

だければと思いますが、これはそんなにお金がかからないと思いますので。もう一つは、

２００７年度までの実施を目指す事業の中に市民意識調査が入っていますけれども、これ

に関しては。 

【成瀬室長】  計画上は１９年度までということになりますので、今の段階ですと、今

年度予算要求して来年度実施という形で予算要求に載せるという状況になるかと思います。 

【諸橋会長】  実施してもらう公約なので、ぜひお願いしたいと思います。 

【大久保副会長】  もう一つ質問なんですけれども、７番の職員課の回答の中に入って

いるんですけれども、小金井市職員次世代育成プランって何ですか。 

【成瀬室長】  申しわけありません、そこまで内容をつかんでおりません。 

【大久保副会長】  これは職員なんですね、小金井市次世代育成プランじゃなくて。 

【成瀬室長】  職員です。 

【大久保副会長】  じゃあ、何かこういうのがあるんですね。できればどんな内容なの

か知りたいです。 

【諸橋会長】  これは去年かおととしに厚生労働省から出た、各大規模事業所が少子化

対策を具体的にとっているかとっていないか、とるようにというお達しの一環ですか。 

【成瀬室長】  厳密にはお答えはできませんが、各事業所のほうで計画書をつくるよう

義務づけられておりますので。 

【諸橋会長】  事業所の中にはお役所も入りますよね。 

【成瀬室長】  なので、その一環かと思いますが、限定はできません。 

【大久保副会長】  小金井市の職員向けの次世代育成プランの中で、男女平等という意

識がどんなふうに取り上げられているのかちょっと気になるところなので、ぜひ資料をく

ださい。 

【諸橋会長】  市を挙げてこういうプランをつくって、職員がこういうことを利用して

いますよというのをＰＲするのもいいかと思いますので、ぜひ広く市民にも伝えていただ

けるといいんじゃないかと思います。次世代育成の問題は、現大臣もそうですけれども国

を挙げての施策ですし、ぜひあれしていただければと思います。 

 ほかにどうでしょうか。８番の保育の件ですけれども、経済課が既存の施設や制度の活
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用ということですけれども、具体的にいろんな事業で保育要求があるときに、足りている

とか、制度をうまく使っていないとか、肝心なところにＰＲがいっていないとか、そうい

う実態は経済課はつかんでおられるんでしょうか。 

【成瀬室長】  経済課の事業ですと、保育を希望される事業が今のところ現実にはない。 

【諸橋会長】  経済課自体にはなさそうですね。でも、これ、経済課の事業として言っ

ているのかな。 

【成瀬室長】  はい、主管課の事業ということです。 

【大久保副会長】  でも、１年ぐらい前にやった経済課の主催事業では、保育をつけて、

保育の利用がありました。経済課も年に１回か２回ぐらいは、一般市民向けにやるセミナ

ーみたいなものがあるので。 

【諸橋会長】  あと、拠点施設の件ですけれども、今回の第３次の基本計画の中で検討

しなさいというふうに出したわけですけれども、今後も研究ということですけれども、設

置場所についてはご指摘の事項を踏まえと書いてありますので、少し前向きに踏み込んだ

回答というふうに考えてよろしいんでしょうか。 

【成瀬室長】  基本計画の前期の内容を見ていただくとわかるんですが、検討するとな

っているんですね。今回も同じような記載になっておりますので。 

【諸橋会長】  再開発のここら辺にうまくしたら入るかもしれない。 

【成瀬室長】  まだ具体的な話は出ておりません。 

【諸橋会長】  これは例えば、市民からの突き上げとか、あるいは市民が加わっての計

画委員会とかはあるんですよね。 

【河合委員】  逆に市民から提案しなければだめみたいです。ついこの間、ちょっと伺

いましたけれども、市民が何も言ってこないからそういうのは必要ないんだろうという判

断ですと言われましたので。 

【諸橋会長】  どっちが先かわかりませんけれども、駅前に何かできるときに、例えば

駅前の保育所とか女性センターとか、あるいは公民館的な役割のものとか、私はあまり詳

しく知らないんだけど、市民とのコラボレートな委員会は当然あるわけですよね。 

【大久保副会長】  ここにあるのでは、ＪＲ中央本線連続立体交差事業関連街づくり委

員会じゃないですか。 

【諸橋会長】  １０人のうち、女性は１人かいないんですけれども。 

【大久保副会長】  随分前に計画が出て、パブコメみたいなのはありましたよね。 
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【諸橋会長】  いつでしたっけ。 

【大久保副会長】  随分前、三、四年前とか。その結果を踏まえてどういう計画の変更

があったり意見が反映されたのかというのはよくわからないんですけど。 

【諸橋会長】  新しくできるビルの間取りもまだよくわからないし、どういう箱ができ

て、どこが市民が自由に使える場所なのかがよくわからない。むしろこの審議会が駅前の

ビルの一室にセンターをと強く言えば、それなりに反映はされるんですか。 

【成瀬室長】  要望という形で、現実に地域の団体様からセンターについての要望書が

出ております。市長にも回しておりますので、それは認識しております。 

【諸橋会長】  一応９番でも、検討してくださいと強く書いてありますし、機会あるた

びにこちらの審議会としてもぜひ拠点をと言っていきたいと思います。それがあるないで、

たかがワンフロアかもしれませんけれども、関連する図書とか相談とか置くパンフレット

とか、ぐっと変わってきますよね。認識も市民に広がると思うんですけれども。 

 話は変わりますけれども、市庁舎はどこにいくんですか。 

【成瀬室長】  具体的には決まっておりません。 

【諸橋会長】  先ほどから出ている評価システムに関して、ご意見どうでしょう。この

スケジューリング、ないしは、もうちょっと効率的な男女平等行政の評価ができないかと

いうことは。この作業を待ってみますか。 

【大久保副会長】  でも、これ、去年やったやつに比べれば少し早いんですよね。 

【諸橋会長】  そう。しかも大分中身も濃くなったということですので。 

【大久保副会長】  でも、まだ１００％じゃないんですよね。 

【諸橋会長】  多分７５％だろうと。難しいですよね、手間だしね。かといって男女平

等の行動計画に対して、第三者評価の委員会なりをつくるような予算もないでしょうしね。

行動計画の推進状況調査に関しては、こちらで用意いただいている報告作業をお願いする

ということでよろしいでしょうか。 

【河合委員】  私、最近、男女平等ということに対してそれぞれ考えていること、思っ

ていることがちょっとずつ違ってしまっているんじゃないかなと思うんです。この評価自

体、職員の人が自分で書いたりされるときに、男女平等の視点は一体どこにどう置けばい

いのかわからないまま書いていらっしゃる方が多いんじゃないかなという疑問を持ってい

るんですが、いかがでしょうか。男女平等ってとてもやさしいことなんだけれども難しい

ことのように思うんです。今ここにご一緒している審議会委員でも、男女平等行動計画っ
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て一体どういうものなんでしょうねと思っておられる方がいらっしゃるんじゃないかと思

うんですが、行動計画をもうちょっとわかりやすく、さっきおっしゃったようにダイジェ

スト的なものでつくってみてはいかがでしょうか。意識の問題だから、なおさら抽象論と

具体論がなかなか頭の中で構築できないというのが一般の方たちの現状じゃないかと思う

んです。それで結局はジェンダーという言葉がそれに加わってくるものですから、男と女

は完全に別行動しなきゃいけないような間違った考え方にどんどん発していっちゃってい

て、それで今ブレーキがやっとかかったという、世の中はそういう状況なんじゃないかな

と思うんです。ですから一般市民の方たちだって、男女平等の、あるいは男女共同参画と

は一体何なんだろうということが理解されにくい言葉になっているんじゃないかと思うん

です。わかっている人はわかって、それはこういうことにつながるのよというふうに道筋

立てて考えられると思うんですけれども、やっぱり一般市民の方たちにそれがどうつなが

っていくということがわかるのかなという疑問を抱いているんですけれども、どんなもの

でしょうか。遊離してしまっているような気がするので、ここで一つ簡単にこうなのよと

言える、もっと平たいもので、どこかで表現してみたらいいかなと思うんです。田村先生、

大学でいかがですか。 

【田村委員】  そういうところをやっている機関もありますけれども、今のところ特に

目立って活動しているという状況でもないです。 

【河合委員】  職員の方たちはこの調査は面倒くさいなと思っておられるんじゃないか

なと、それが現実じゃないかなと思うんですね。そういうことで答えてくることというの

は、逆に反感を抱かせるだけに終わっているんじゃないかなと。そういう危惧を持ってい

るんです。ですから、もうちょっと何か方法があるんじゃないかなと思っているんですけ

ど、いかがでしょうか。 

【諸橋会長】  皆さん、いかがでしょうか。この審議会も市民に対する男女平等意識の

普及啓発の一端を担っているんだと思うんですけれども、図らずも国、都のほうからジェ

ンダー・フリーについてという文書が来ております。国の第２次の基本計画は、ジェンダ

ーという言葉を改めて定義し直しています。それからジェンダー・フリーという言葉はど

うしましょうかということで、国と都からは、誤解があるのであまり使わないほうがいい

んじゃないかということで、文書が来ておりますけれども、男女平等に対して混乱うんぬ

んよりも、人々が認識を薄くしている状況があるようにも思われます。一時期の熱気のよ

うなものが薄れてきている点は否めないですよね。国のほうでは今度の６月２６日に厚生
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年金会館で全国会議をしますし、それから資料でつけていただいたように、新聞でもジェ

ンダーをめぐるネタはたくさんあるんですけれども、どうも世の中を挙げて男女平等の意

識が薄れているという印象がぬぐえないのは確かですね。 

【成瀬室長】  ジェンダー・フリーのことで、事務局のほうからよろしいですか。 

【河合委員】  ちょっとその前に、今回の男女共同参画週間のつどいのテーマは、どう

いうことで男女平等につながるんですか。 

【成瀬室長】  今回、食育という形の題材をとらせていただいております。現在、一般

の家庭の中で家族が一緒に食事をするという機会が大分少なくっているという現実もあり

ますし、お子さまが朝食抜きで学校に行ったり、勤労者の方が朝食をとらずに、またはダ

イエットをしているということで朝食をとらないで出かける。今の時代、生活のずれ、時

間的な差が出て、家族の中の会話も少なくなっている、１カ所で団らんがとれない状況に

なっているというところで、食の大切さということで今回取り組みたいということで対応

したところです。食べることの大切さ、それに伴っての健康上の問題等、話をさせていた

だきたいということで取り組んでおります。ですから、男女平等という範囲はちょっと広

くなるんですが、その中の健康面から今回は踏み込んでいるところです。 

【諸橋会長】  一日三食食べていないのは働いている男性で、団らんを一番妨害してい

るのは男性たちですよね。それを村松さんがやんわりと、男性も早く家に帰ってみんなで

食事を囲みましょうねというふうに持っていっていただければ、それにこしたことはない

んですけれども、ものによっては、村松さんがそう言うということではなくて、妻が、母

が、朝はしっかり夫と子どもに食べさせて送り出しましょうということになると話が違っ

てくるわけで。 

【河合委員】  そこが、私もこのテーマがいいのかなと思うところなんです。これだと、

今おっしゃったとおり、女の人よ、頑張って食事をつくろうじゃないかになっていかない

かなと。 

【成瀬室長】  そこはこちらのほうから講演内容の趣旨を説明させていただいておりま

す。男女共同参画の視点での内容ということでお願いしております。なお、この講師に関

しては、男女共同参画の関係でほかのところでも講演を行っておりますので、そこの趣旨

はご理解いただいております。 

【諸橋会長】  多分、村松さんは大丈夫な人だと思いますけれども、それがちゃんと聴

衆に伝わるような仕掛けがあればと思います。 
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【成瀬室長】  ちなみに講演の題材も、講師の方から最初にお話があった内容と変わっ

て、最初は一般的な題材だったんですが、途中でいただいた講演は男女共同参画という言

葉が入っていたんですね。それはこちらのほうから趣旨を説明させていただいて、もとに

戻させていただきました。 

【諸橋会長】  何だかわからないけれどもＮＨＫの元キャスターが来るから行ってみよ

うということで行ってみたら、男女平等の話だったとなるような仕掛けであれば。そうい

うつり方もあると思うんですね。有名人が来るから行ってみたら、えらいゆかいでない話

だったというのでいいと思うんですけど。 

【成瀬室長】  講演の内容につきましては、参加者の方とコミュニケーションをとりな

がら、またお菓子が１つ出ますので、そのお菓子を食べながら、それに対しての……。 

【大久保副会長】  書いてないじゃないですか。 

【成瀬室長】  ホームページには書いてあります。 

【河合委員】  何でこういうふうな質問をしたかと申しますと、男女共同参画の公民館

の講座があちこちの館でやっているわけですけれども、結局、男女平等という言葉を使う

と、今、室長がおっしゃったように、人が集まらないからほかのテーマでいこうというこ

とで、今かなり食に関して各館努力しているんですね。その論理はどうなるかというと、

リタイアしてからもみんな元気で、食事をつくったりすることが平和だということなんで

すね。リタイアした人向けに料理教室を２回やって、あとの残りの５回は何々をやってと

いうふうに、それが男女平等にお料理がどういうふうにつながるんだろうと私はいつも心

配しているんですけれども、公民館の男女共同参画企画という論点がそういうふうに大き

くとらえられているのが現状なんじゃないかと思うんですね。だから、男女平等というの

はこういうことなんじゃないかという、みんな共通認識を持っていないと、どんどんそれ

が、元気で生活するのが男女平等みたいになっていっちゃって、ちょっとずれちゃうかな

と私自身は個人的に感じているわけです。何も大壇上で男女平等を振りかざして講座を開

くべきだと言っているわけじゃないんですが、どこまで理解してくださって、そういう企

画を組んでいかれるのかというあたりは、私たちの審議会なり室長のところで、みんなに

わかりやすいものをもっと浸透させたほうがいいんじゃないかと思っているんです。わか

らないまま、みんな勝手に解釈したままどんどん広がって、せっかく予算もとったりいろ

いろしているのに、肝心の目的、趣旨が違うところでおさまっていっちゃうというのは、

首をかしげてしまっているんです。 
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【成瀬室長】  事務局のほうでも今回３回が終わって反省点というか、実際、男女共同

参画とうたいながらも、開催すると定員の半数にも満たないという状況がここしばらく続

いておりましたので、人が来ていただいて、その中で題材に加味しながら啓発をしていか

ないと、来ていただかない限りは対応しきれないという部分がありますので、少し興味の

あるものを開催しながら、その開催内容の中に男女平等の意識啓発を含めて、知っていた

だくということで、今回少し興味があるものにしているわけです。同じことを次の年また

同じにやっていいかということは今回の事業結果をもとに、場合によっては基本に戻って

やるようになろうかなと思います。私の最初の目標は、定員になるように１回やってみた

いというのが現状です。 

【事務局（吉川）】  食に関しては、食べることとは命をつなぐことで、それは男性も女

性もしなければいけないことなのに、あまりにも女性のほうに食べることが依存されすぎ

ているということがありまして、「手に食を」というキャッチフレーズで、さっき河合さん

がおっしゃったように、例えばこれから退職して家に戻る男性が増えてきますよね。その

ときに女性に食を頼るのじゃなくて、男性だろうが女性だろうが自分で食べることができ

るということは、命をつないでいくことですので、それはとにかく一番大切なことですか

ら、一番大切なことを何で女性に依存しているのか、それはやっぱり男性も、それさえで

きればどんな状況になっても生きていけるということで、具体的な例を通じて男女共同参

画として伝えていければいいなということを私どもは思っているんですね。そういう意味

も込めて、食のことについては命をつなぐ一番大切なことなんじゃないか。それにつなげ

て男女共同参画のことがわかってもらえればいいなと思っておりますので、いろんな視点

から見てもらえればいいかなと思っています。大切なことなんですけれども、なかなか見

えにくい視点でありますので、参画室としてはそういうふうに思っております。 

【大久保副会長】  公民館の男女共同参画講座の話をすると、昨年度ぐらいまで女性学

級だったんですね。 

【河合委員】  本館はね。 

【大久保副会長】  いや、事業名が女性何とか事業だったんですよ。男女平等じゃなか

ったんですよ。それで、去年あたりから男女共同参画事業になったんだけど、そこについ

ての説明は企画実行委員や市民には一切なされていないから、それに男女共同参画の視点

を盛り込めと言っても無理です。名前だけが変わったという形で。だから、各館で女性セ

ミナーとかでサブタイトルみたいなクラス名をつけているんだけど、それをそのまま使っ
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てやっている。ほとんどが女性向けの講座。男性向けや、男女で考えているものはなかな

かないです。何でそうなったのかという質問をしても、それは職員が答えられないから、

だれが突然そうしたのか知らないんですけれども、それこそこっちからの働きかけがあっ

たのか、他の企画とかそっちのほうからの働きかけが公民館とか生涯学習課のほうにあっ

たのかどうか。 

【成瀬室長】  私がここに来てからはそういうことは行っておりません。ただ、今年４

月の異動で職員がかなり動いておりますので、その事業についての説明を若干してありま

す。具体的な事業に関してもし話があればこちらから説明しますということで対応してお

りますので、少しは変わっていくかなと思っています。 

【河合委員】  非常に暴論だと思うんですけれども、人を集めるために一生懸命事業を

考えて四苦八苦するんだったら、それだけの予算を、さっき申し上げたように子供のため

にリーフレットをつくって、あるいは子供向けじゃなくても各家庭に配る予算に回すこと

だって有効じゃないかなと思うんですが、いかがでしょうか。 

【大久保副会長】  啓発事業という意味では、講座をやったって、そういうパンフレッ

トを配布するものだって、どちらも事業ですよね。 

【河合委員】  皆さんに伺うと、人を集めなきゃいけない、予算をこなさなきゃいけな

いと。そんなむだな努力をするんだったら、それだけの予算を生きた使い方をしたらどう

かなと思うんですが、ちょっと本末転倒じゃないかなという気がここ数年しているんです

ね。ですから、男女平等なんていうのは、こうだからこうで食生活が必要で、生きていく

からこうだという論理があってこういう企画をなさっている方と、楽しく過ごせばそれで

いいんじゃないという企画になっちゃったりする場合も多々あるんです。だから、そのあ

たりの違いを正しく理解している講座と、そうじゃない、とにかく今年度こなしましょう

というのでやっているところとか、そういうのを見ているとむだだなと思うんです。です

からそういう意味でも、今、大久保さんがおっしゃったように、職員でもちゃんとわかる

ような、男女平等ってこういうふうなものなんだというものをつくっておくことも一つの

仕事じゃないかなと思います。 

【成瀬室長】  昨年、公民館の職員から男女共同参画事業に対して疑問があるというこ

とで相談を受けております。そこについても、やっている事業の内容と標題の男女共同参

画室の事業が公民館活動として、それがほんとうにいいのかどうかという疑問を持たれた

職員がいましたので、それはよかったなと思うんですが、そこについてもこちらからお伺
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いして説明をさせていただいています。ですから、徐々にではありますが、職員の中でも

啓発が行き渡ってきているのかなと思っております。 

【河合委員】  ですから逆に、こういう評価を求めることによって、職員のほうからす

れば、とにかくこなして人を集めて、人数トータルが多ければいいというふうになってい

るんじゃないかなと、この間、参加収容人数何人という数字を、うそだと思いながら見て

いたんです。職員だったら、評価されるとなったらそう書いちゃうと思うんですね。私が

職員だったらやっぱりそうやると思うんです。だから、たとえ少なくても本質をついたも

のであれば、それはよしとしなければいけないんじゃないかと思うんです。そうじゃなく

て、ただ何人を集約してどうのこうの、そうじゃないだろうなと思います。だから集まる

人もわかっていて、集める職員も理解した上で成り立っているものであれば、それはいい

んでしょうけれども、とにかくやっちゃえばいいんだという、そこで集まってきた人たち

が少なければ悲劇ですし、多ければハッピーというものではないんじゃないかなと。 

【大久保副会長】  前回だったか、評価の話だったと思うんですけれども、今年の重点

ポイントみたいなものを１つか２つに絞って、評価のときに必ずそれだけは確認したらど

うかという話が出ていましたよね。 

【諸橋会長】  網羅的にやるというか、どれもこれもだと負担も大きいし、一朝一夕に

答えが出ないものもありますので、重点目標を絞ってはどうかという話は出ていましたね。

例えば、少し絞り込んで今期の評価システムに取り入れることは時期的にもまだ間に合う

と思うんですけれども、どうでしょうか。そういう提案を今のうちにしておかないと……。

まあ、７５％やってもらえれば、それはそれでいいんですけれども。 

【大久保副会長】  今、小金井で一番必要なことって、どれが一番必要なのかわからな

いけど、例えばＰＲはほんとに必要だと思うんですよ。男女共同参画というもののＰＲ、

それから小金井の男女平等基本条例のＰＲ。今、評価のものだからちょっと違うのかもし

れないけれども、例えば男女共同参画企画講座とか何か講座をやったときには必ずＰＲに

なるものを置いてもらうとか、それを配布してもらうだけでも……。男女平等という言葉

がついたような講座とか、そういう事業だけじゃなくて、いろんなところでそういうのを

必ず置いてくださいというのを来年度の強化目標にしてもらって、それは必ずやってもら

えたかどうか来年が終わってからチェックするとか、もしくは今年のこれからの時期から

やって、来年度以降につなげていくというのはあるのかなと思うんですけれども、これか

ら評価するのはとりあえずもう終わっちゃったものですもんね。例えば、ほんとに評価で
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きるものをいったら、講座について参加者の男女比なんか聞いてもねという気がするので。

審議会の登用状況の男女比は出ていますよね。これでもまだ相変わらず女性がゼロという、

逆に男性がすごい少ないという審議会とか委員会があるみたいなので、その辺の是正はお

願いしていくとしても。何がいいんでしょうね。 

【諸橋会長】  やっぱり啓発だと思います。それは講座だけじゃなくて、あらゆる事業

にそういう視点が入っているかどうかということなんだと思うんですけれども、まずはＰ

Ｒということであれば、男女平等とか男女共同参画の意識の浸透と、小金井の条例の認知

度のアップに尽きるんじゃないかと思うんです。例えば来年度はそれを重点目標にして…

…。 

【大久保副会長】  今、そういう配れるパンフレットみたいなのはあるんですか。基本

計画の概要版とか。 

【成瀬室長】  在庫は若干あります。 

【大久保副会長】  基本条例の法律文書の写しなんて、置いてあってもだれもとってく

れないですよね。 

【諸橋会長】  イラスト入りの、何かポイントがついたのがほしいね。 

【大久保副会長】  今年度中にやる事業に、「かたらい」を必ず置いてもらうとか。 

【成瀬室長】  各事業の入り口には必ず置いてあります。 

【大久保副会長】  例えば公民館の講座、それから各課でも講座とか出先でやりますよ

ね。それから市民祭りとか。そういうので必ず行政のブースがあるじゃないですか。公民

館は平積みになっちゃっているので、例えば事業やるときに、入り口にご自由にお持ちく

ださいというのは、置けるときは必ず置いてくださいとか。 

【河合委員】  この間、「かたらい」はうちの近くの郵便局に置いてありました。 

【大久保副会長】  全然違うところに置いてあるのが大事ですよね。 

【諸橋会長】  うちの郵便局にもありました。 

【事務局（吉川）】  じゃあ、置いてくれているんですね。一応市内の金融機関と郵便局

に全部送っているんです。ただ、見に行けないので。どうなっているのかほんとは見にい

きたいんですけど。 

【大久保副会長】  多摩信は必ず置いてありますよね。ほかの銀行では見たことない。 

【河合委員】  そういうとき声を大にして、わあ、おもしろそうな本とか誘導しないと

だめですよね。 
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【事務局（吉川）】  次はスーパーとかにも置きたいです。今年はそういうことをしに行

きたいです。 

【大久保副会長】  今フリーペーパーが結構あちこちに置いてありますよね。少なくと

も行政の主催事業については、必ず聞きつけたら届けて配ってもらうというのはいかがで

しょう。全然関係ない事業でも。市長と語る会とか。 

【諸橋会長】  あらゆる機会を通じて、男女平等のことと条例についてのＰＲをお願い

したいと思います。 

【大久保副会長】  それと今年度中に改編のある委員会や審議会が幾つかありますよね。

次の改編のときには男女比が５０％ずつになるように努力してくださいとあらかじめお願

いしておくとか。 

【成瀬室長】  それに関しましては行政連絡会議の庁内の会議で毎回伝えております。 

【大久保副会長】  忘れられちゃいけないから、とりあえずここに書いてある７月とか

は今募集中じゃないですか。募集をかけているときにお願いを、一報を入れておくとか。 

【諸橋会長】  審議会については今ご意見が出たように、次期改選のときにうまく連絡

をして次にとる人は女性をという、その辺のポジティブアクションを働きかけていくとい

うご意見が出ています。この資料はそんなふうに見ていただければいいと思いますが、半々

いて当然の世界ですので、５割にもっていく努力を各委員会でしていただければと思いま

す。 

 例えば来年度は啓発、浸透を重点目標に掲げるとして、小金井の手持ちの刷り物が「か

たらい」ぐらいしかなくて、条例のパンフレットや苦情処理、あるいは相談に関するパン

フレット等もあまり行き渡ってないという感じですし、予算もないようなんですけれども、

何とか来年度予算の中にぜひ啓発を重点的に位置付けるという形で取り込んでいただけれ

ばと思うんですけれども、どうでしょうか。例えば国の第２次の基本計画なんていうのは

ただでもらえるものですよね。これは、市民に配りますので１万部くださいなんて言えば、

もらえるものなんですか。 

【事務局（吉川）】  それはやっとの思いで、東京都を通して内閣府にお願いして、やっ

とそれだけもらえましたので、ないです。 

【河合委員】  これをもらったって一般市民はあまり……。 

【諸橋会長】  見たくないですよね。確かに字が多いし、レイアウトも悪いし。前の第

１次の基本計画もこんなものだったか。何か、国のわりにわかりやすかった、図表をたく
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さん使ってジェンダー・エンパートメント指数と人間開発指数のずれとか、各国はＭ字型

雇用じゃないという資料集が、２ページ見開きぐらいの見やすいのが国の資料でもありま

したけどね。 

【大久保副会長】  さっきから河合さんがおっしゃっている小金井の基本条例の子ども

向けのかみ砕きものというのが、そのまま役所に、職員が評価するときとかにも、こうい

う視点で評価してくださいねと。 

【諸橋会長】  子ども向けをつくれば職員向けにもなると。 

【大久保副会長】  そうじゃないかなという気がするんです。 

【諸橋会長】  例えば男女平等はこういうことだよと。 

【大久保副会長】  変な言い方だけど、だれが読んでもわかるということは子どもが読

んでもわからなければいけなくて、条例なんかは法律用語でなきゃいけないんだとすれば、

そうじゃなくて一般向けというのは子ども向けに一つつくって、子どもがわかるようにつ

くったらそれを全部に使ってもいいんじゃないかという気がするんです。それをつくるの

を例えば今年度審議会の役割とするとか、もしくは参画室に今年度中に案をつくってくだ

さいというふうにするのが必要なのかなというふうに聞いていて思ったんですけど。 

【森屋委員】  それは賛成です。今、河合委員のお話を聞いていても、河合委員のお考

えと私の男女平等の考えがちょっとずれているんですね。先ほど女性がご飯をつくるとい

うふうに向かれると困るというようなことがありました。でも私は女性がご飯をつくるん

だろうと思っているんです。それは男女平等の感覚からいって、男性がつくる時間がない

だろうと思っているからなんです。私は男性と時間帯がダブっているので、朝７時には家

を出て、夜は１０時ぐらいに帰る生活をしています。母子家庭ですけれども、子どもはそ

の間一人なんですね。でも、それは多分、男性がやっているのと同じ状況になっていると

思うんです。奥さんがいたらいいなと実は思っているんですね。それを女性にやらせるの

かということだとか、女性の仕事なのかということとか、私がそれをやるべきなのかとい

うことになると、男女平等って何だろうというところがあって、男女平等ということが今

ここの中であっても一人ずつの感覚としてはずれているかなというのがあるので、できれ

ばこの審議会だけでもある程度、男女平等はこういうふうに考えるべきだということを一

つ軸にしたほうがいいかなというのは感じました。ですから、おっしゃったように、子ど

も向けのリーフレットを作成するということは非常にいいことだと思います。 

【河合委員】  今、森屋さんがおっしゃったことで、私の発言が間違って受け取られる
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といけないので訂正しておきますけれども、私が言いたいのは、食事に関して、例えば家

事一般と置き換えてもいいんですけれども、それを女性がやる仕事であるというふうに理

解してもらっては困ると言っているわけです。ですから、それは家庭によって違うわけで、

女性がやっていい家庭もあるでしょうし、男性がやっていい家庭もあるでしょう。ですか

ら、女はこれ、男はこれというふうに性別で役割を決めつけてないでくださいというのが

男女平等の重要なポイントだと思うんです。それが言いたいんです。ですから、こういう

ふうに美しい女性がイキイキお料理やりましょうという、こういうのを見たときに、やっ

ぱり女がつくるんだよなと男の人が誤解しないでほしいなと私は思っているんです。です

から決してそうではないと成瀬室長がおっしゃったので、結論はきちんと導いてくださる

ということを伺って安心したんですけれども、当然、男性が食事をつくったっていいわけ

です、女性がつくったっていいんです。ですから、やれる人がやるという意味で申し上げ

たので、女はつくらないでいいというふうに理解されたら私の言い方が間違っていました

ので、訂正しておきます。 

【諸橋会長】  今までの流れは、男女平等という言葉の持つ意味合いが薄れてきて、職

員にも市民にも薄れてきて、国民全体的に暮らしの中で薄れてきているというところもあ

るかもしれませんけれども、やっぱりもう一度原点に立ち返って、条例とか男女平等の意

味を重点的にＰＲする必要があるだろうという議論の流れだと思うんです。それに際して

は子ども向けにつくるのが一番、子どもが若いうちにそれを飲み込み、しかもそれは大人

にも使えるという、それこそジェンダーやジェンダー・フリーという言葉をめぐっての混

乱の中で、シンプルな男女平等についての思想、あるいは考え方、あるいは決めつけない

という考え方をＰＲしていく必要があると思うんですね。それを今年度、来年度の予算獲

得ないしは事業の重要なものとして位置付けるというのは、この審議会で提案してもいい

ことだろうと思うんですけれども、それに関してはいかがでしょうか。具体的に来年度予

算要求できるかとなると、あるいはパンフレットをつくるとか、子ども向けの副教材の資

料に盛り込むということは具体的には可能でしょうか。 

【成瀬室長】  新規事業として要求はできますので、それに当たっては聞き取り調査、

意見調査が出てきます。 

【諸橋会長】  私たち審議会は苦情処理のシステムをつくり、苦情処理の申し立ての様

式までつくり、まだあまり利用されてないですけれども一仕事はしたわけです。もう一仕

事するとしたら、パンフレットをつくったり何かだと思うんですよ。ぜひ形を残したいで
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す。 

【田村委員】  私も子ども向けの啓発とか男女平等に関することは非常に大切だと思う

んですけれども、実際それをやるとなると非常に難しいような気がするんです。その難し

さを理解した上で、我々はどういうふうに市のほうに働きかけていくかということを理解

したほうがいいと思うんです。教育委員会というのはある意味非常に伝統的な文化ですよ

ね。今の委員同士の議論でもわかるとおり、男女平等に関する解釈、考え方がすごく違う

わけですよね。多分そういうふうに学校現場に働きかけると、またいろいろなところに面

倒くさい議論がたくさん出てくるわけですよね。それを面倒くさがらずに議論していくこ

とが大切なんですけれども、これは非常に難しいわけです。国レベルでも、今、上から通

達があったりどうこうしているわけですから、男女は平等にするべきだということと、一

方でジェンダー・フリーがどうのこうのと出している。そういう根本的な部分での考え方

の違いがあるわけですよね。そのあたりの難しさを我々も理解して、その上で何をするの

かというのは非常に大変な作業だなというのが実感ですね。 

【諸橋会長】  どうでしょう。田村さんからそういうご意見が出ていますけれども、そ

れは全くそのとおりだと思います。副教材、副読本とかに入れるとなると、それこそ教育

委員会とすったもんだしていかなきゃいけない問題だと思うんです。ただでさえお国のほ

うも混乱しているところがあると思うんです。しかし、我々の審議会が膝詰め談判でやっ

ていくんだということはあり得ることだろうと思います。それから、副読本に入れるとい

うことではなく、独自のパンフレットをつくって学校で配ってくださいというふうにやる

手はあると思います。 

【大久保副会長】  副読本のほうは、便利帳もそうですけれども、改編期にあてて、せ

めて１行でも、小金井市のほかの条例と並べて、こういう条例があるよという条例の紹介

という形ででも、小金井市はこういうことを市民のために決めているんだよということの

１つとしてうまく取り上げてくれないかなという期待でもいいのかなと。それとはまた別

に、子ども向けというか一般の人にもわかってもらうために、それから職員にわかっても

らうために、子どもにもわかってもらうためにというものは別に、基本条例についてはか

み砕いたものが必要なんじゃないかと思うし、それをやることが私たち自身の理解にもつ

ながるのかなと思います。 

【諸橋会長】  副読本の改編期は今わかりますか。わからないですよね。ぜひ次の改編

期のときに、私たちのまち小金井なんだから、条例があるのはうそじゃないんだから、少
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なくともそれを並べるぐらいは何の文句もないはずですから。 

【大久保副会長】  便利帳には市の持っている条例の名前ぐらいは羅列してほしいです

よね。 

【諸橋会長】  市民であるからには責務というか、努力義務ですから。だから、副読本

及び便利帳にはぜひ条例一覧だけでも入れてもらえるような働きかけをしていただければ

と思います。 

【大久保副会長】  今度の便利帳が新しくなるときに苦情処理の件とかも少し載せたり

するので、きっと中身は変わるんですよね。あと、総合相談のこととかも。 

【成瀬室長】  苦情処理についてはちょっと今、確認はとれませんが、女性総合相談と

か、そういうものは載せてあります。 

【大久保副会長】  載せてあるので、参画室にも内容が正しいかどうかというのが来る

んですよね。そのときに条例などをうまく載せられるように働きかけができないかなと。 

【成瀬室長】  苦情処理も載せてあるはずです。今、確認はとれませんが、苦情処理と

いう欄がありますので、そこに男女共同参画も載っているはずです。 

【諸橋会長】  条例名だけでも結構ですので、子ども向け副読本と便利帳には載せてい

ただけるようにしていただければと思います。わかりやすい見開きパンフレットのような

ものは無理して教育委員会とすったもんだするより、さっとつくっていろんなところに配

布することはできると思うんです。ぜひその辺、男女平等とはという定義と、男女平等を

推進するための男女共同参画とはとか、小金井の条例はこんなことを考えているんですよ、

みんなのことなんですよということをかみ砕いて説明されるイラスト入りのパンフレット

をぜひ検討していただいて、それに際してはこちらの審議会の中でも男女平等とは実際何

かということを少し話し合いながら、手づくり感覚のパンフレットをつくっていければと

思うんですけれども、どうでしょうか。予算請求して一事業立ち上げていただけるとあり

がたいんですが。先ほど言った、和光市で子ども向けのパンフレットをつくったときも、

条例のための犬のイラストを決めて、その犬がいろいろ男女平等はこういうことだよと吹

き出し入りで説明しながら、大変わかりやすいパンフレットを和光市はつくったので、そ

れは条例のパンフレットなんですけど、どのぐらい金額がかかったかわかりませんが。 

【事務局（吉川）】  フルカラーですし、うちではとてもつくれません。 

【諸橋会長】  カラーでは無理でしょうね。でも、何かあれに類するようなものをぜひ

と思うんですが。 
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 男女平等ということの一種の中身の問題ですけれども、先ほど成瀬室長がジェンダー・

フリーということについて、担当課長にこういう文書が来たということをご発言されかけ

ましたので、ご説明いただきたいと思います。 

【成瀬室長】  国のほうから公的な分類のところでジェンダー・フリーという言葉は使

わないということになっておりますので、その旨の通知が来ました。市の対応につきまし

ても今後どうしようかということで内部で検討して、市の方針として公的な刊行物、市報

も含まれますが、そこにつきましてはジェンダー・フリーは使わないという方針になりま

した。ですから皆さんが一番心配されるところが、市民の方たちが講座を開こうとして掲

示物として市報に載せたいといった場合の取り扱いについては、やはり市の刊行物になり

ますので、主催者側に趣旨を説明させていただいて、文言については検討いただくという

形になります。ジェンダー・フリーという言葉が講座名に載ったことによって、市報にそ

の言葉を使われているというふうに一般的に解釈されますので、それについては基本どお

りジェンダー・フリーという言葉の掲載をしないという方針になりました。ジェンダー・

フリーが使われなくなった経過としての使い方は掲載することはあろうかと思いますが、

例えばジェンダー・フリーって何という講座を開こうとしたときに、タイトルにジェンダ

ー・フリーって何という掲載ができるかということになりますと、市の刊行物としては掲

載しないということになります。ジェンダー・フリーとはどういうことかといった場合の

説明書きでは掲載はすることはあろうかと思います。 

【諸橋会長】  ありがとうございます。市の刊行物としてということはどうなんでしょ

うね。例えば、そういう講座があるということを、市の主催ですからね。 

【河合委員】  いえ、市民の主催の講座で、ジェンダー・フリーという言葉があるタイ

トルだといけないとおっしゃったんですよね。 

【諸橋会長】  それは市の広報物に載るからということですね。でも、そんなことがあ

っていいのかな。差別語で、明らかに人を傷つけるような言葉でない限り、どんなタイト

ルをつけてもいいはずですよね。市民の主催のもので、右から左に載せるものについて、

市が困りますという権限がどこにあるのか。地方公共団体自体が使わないというのはお国

の通達ですから、それはあり得ることかもしれませんけれども。 

【大久保副会長】  要するに、ジェンダー・フリーを考える何とかの講座みたいになる

と、これからは小金井市の後援とかはとれなくなるということですか。 

【成瀬室長】  いえ、後援ということではなく、市の発行物に掲載をしないということ
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ですので、例えば市民団体の方たちがパンフレットを各自つくっていただいて、そこに載

せたものは市の刊行物じゃありませんので、そこについては何も権限はありません。ただ、

そのタイトルを市民に知らせるために市報に載せてということになりますと、市の刊行物

という取り扱いになりますので、そこには言葉は掲載をしないという。 

【大久保副会長】  市報に出すということは、要するに後援をとるということが前提に

なっているようなものだから、ということは後援申請の許可がおりないということですね。

もしくは後援申請の許可がおりても市報の掲載はできないということですよね。 

【河合委員】  一般の市民掲示板はいいんですよね。 

【成瀬室長】  そうです。 

【諸橋会長】  今までそのような前例やほかの事例はあるんですか。 

【成瀬室長】  新聞に以前ちょっと問題に、私が着任したころに、そういう事例があっ

たという話はしているんですが、ただ参画室のほうには相談はありませんでした。結果と

して、公民館活動でされている掲載の中にそういう言葉があって、それに対して規制を受

けたというんですが、ちょっとニュアンス的に違った対応をしているかと思います。ただ

ジェンダー・フリーという言葉にかかっているんじゃなくて、題材自体に固定観念があっ

たのではないかということで、その指摘を担当のほうでしております。 

【田村委員】  これは余談になるかもしれませんけれども、１９９５年に私と私の同僚

が東京都女性財団から依頼されて、若い教師のためのジェンダー・フリー読本をつくった

んですよ。多分それがジェンダー・フリーという言葉の先駆けだったんです。その当時は

行政から依頼されてジェンダー・フリーという言葉を盛んにＰＲしていたんですよ。それ

が今ではこういう状況なわけです。だから、結局お上からこういうお達しが来ているわけ

ですから、行政としては守るしかないわけですよね。一番最後のところにもちょっと書い

てあるとおり、ジェンダー・フリーについては、この用語をめぐる誤解や混乱を解消する

ために使うなということなわけですよね。混乱して誤解があるなら、もっとそのことをよ

く話し合いましょうということであればわかるんだけれども、混乱するからやめておけと

いう。ジェンダー・フリーが混乱するんだったら男女平等だって混乱するんじゃないか。

だからやめたほうがいいという今の世の中だと思うんです。そういう意味で、こういうの

は憲法の言論の自由違反だ、憲法違反だみたいな感じでだれかが提訴して議論するとか、

そうでもしない限り、今は……。 

【諸橋会長】  次から次へと言葉が使えなくなると思うんですね。明らかに人を誹謗中
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傷するようなのは公的なメディアはいかがなものかと思いますけれども。 

【大久保副会長】  でも、これ、話し合うといったって、何をどう話し合える余地があ

るんですか。例えばこの審議会ではこんなのはおかしいという提言を出すということで話

し合いをするのでなければ、できないでしょう。せめて市民主催のものについてまではう

るさく言ってほしくないなという気はしますけどね。役所がやるのは仕方ないにしても。 

【諸橋会長】  ジェンダー絡みでなく、ほかにこういう事例があるのかということなん

ですけれども。例えば、部落なんていうのは使っちゃいけないんですか。 

【成瀬室長】  前回の市報に部落という言葉を使った行事がありまして、直接は私は聞

いておりませんが、そこについての指摘を受けているようです。 

【田村委員】  部落は差別用語ですから。じゃあジェンダー・フリーが差別用語という

ことに……。 

【諸橋会長】  でも、これは差別語とは書いていなくて、混乱されているということで

すよね。差別語は使うことはやっぱりやめたほうがいいと思うんです。 

【河合委員】  去年の秋に女性財団で一つの企画をしたときに、ジェンダーパッシング

という言葉を使ったタイトルの企画をやりましたら、即、女性財団からこのタイトルは変

えろと言ってきました。それで私たちの団体とすったもんだしましたけれども、あそこで

すら刺激してはいけないからこのタイトルはやめてくれと言って、何か過敏すぎるんです

よね。 

【事務局（吉川）】  今まで正しく使っていたジェンダー・フリーのニュアンスがうまく

伝わらないで一人歩きしているので、それで誤解しないようにということだと思うんです。

ジェンダー・フリーという言葉そのものが和製英語でどうのこうのという議論もあります

けれども、私たちはそうじゃないよということで受けとめていたと思うんですけれども、

どうもその辺が、やっぱり中でも温度差がありまして、難しいなと。 

【河合委員】  それと同じことを私が危惧しているのが男女平等なんです。だから、今

ここで違った解釈を持っていらっしゃるという話を聞いて、男女平等という言葉自身がそ

ういうふうに違って解釈して、違って歩きながら、世の中にいろいろな方が存在して、だ

から逆に女は家に引っ込んでいなくちゃいけないんだとか、そういうものになりがちな今

世の中じゃないですか。だからその辺をもっと正しく理解してもらって、その人、一人一

人が自由に生きていける世の中にしていかなければ危うくなってきているんじゃないかな

というのが、私の危惧なんです。ですから、それは勘違いじゃないかなというのが公共放
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送においても放映される発言が幾つかあるわけですよね。だから、そんなのを見ていると、

少なくとも小金井だけでも間違いなく男女平等はこうなのよということを発信できないか

なと思っているところです。 

【本川委員】  ここにいらっしゃる方も男性と女性がいるわけで、今のジェンダーにつ

いて、それから男女共同参画、男女平等についてもそれぞれがいろんな視点で見ていると

思うんですね。だから、最大公約数でいければ、足し算、引き算、掛け算、割り算なんか

は割り切れたりやっていけるんだけれども、こういう問題については結構幅が広く、ここ

だというものがとても見えにくいと思っています。そういうことにすごく専門的にかかわ

っている方と私たちみたいな一般人とはかなり考え方に差があるなというのは非常にいつ

も感じています。だから、先ほどのパンフレットも、いいといえばいいんだけれども、子

どもにどういうかかわり方をしてどれが本筋なのか聞かれたときに、十人十色の意見が出

てきて大変だろうなと思いながら先ほど聞かせていただきました。だからこの男女共同参

画についてなのか、平等推進なのか、そういうことも加味しながらやっていかないと、ほ

んとに極端な話になっていったらもっと怖いという気がしております。 

 それから「おいしく食べてイキイキ元気！」、多分この前の第３回の反省がいろいろあっ

てこういうふうになったんじゃないかと思って、この結果を見て、まだ４回じゃないです

かという気がするんです。だから、少し時間をかけながら行方を見ていく、そして推進で

きるところはしていくし、大事に残しておかなきゃいけない部分をきっちり残していって、

私たちの会議が進んでいくのを望みたいと思います。 

【諸橋会長】  あとはいかがでしょうか。 

【伊藤委員】  この中だけでも考え方がいろいろ違うというのが出たんですけど、よく

わからないんですけど、どれが正しいとか、こういう考え方はよくないとか、そういうの

があるんでしょうか。じゃないと、一本化というか、この中だけでもこういうふうに問う

ていこうというのがちゃんと明確にならないと、いろんな考え方が出てくると思うんです。

今、森屋さんと河合さんは違うんじゃないかとみたいなのが出たんですけれども、どちら

が正しいというのもないと思うんですよ。でも、どういうふうな方向で行くというのは、

みんなで意見を出し合って決めていったほうがいいと思います。 

【諸橋会長】  たたき台があるにしてもみんなでというところがあるんだけれども。 

【河合委員】  正しい、正しくないんじゃないんです。さっきご説明申し上げたように、

男は外、女は家庭、女は家事一切をやらなければいけないという考え方は違いますよとい
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うことです。森屋さんは、女の人が食事をつくったっていいと思いますとおっしゃったん

です。それは正しいんですね。いけないとは一言も言ってないんです。それを決めつけて

はいけませんということが男女平等の基本的な考え方。女だから何々しなきゃいけない、

男だから何々すべき、その考え方が違いますよということなんです。だから、森屋さんは

お料理をするのが幸せであり、それが日常生活になっているんだから、それはそれでいい

ことだと思います。でも、森屋さんは毎日料理をしなきゃいけないということは間違いで

すということです。 

【伊藤委員】  自分でいいと思ってやればいいということですよね。 

【河合委員】  そうです。 

【大久保副会長】  そういう意味でいったら、正解はいっぱいあって、でも絶対にそれ

は違うというのはある。絶対にそれは違うというのさえ間違えなければ、男女平等とか男

女共同参画ってすごく広いんだと思う。自分で選択しようということだから。 

【森屋委員】  私は普段は男の人と一緒に働いていて、男女平等を考える暇もないぐら

いなんです。女性だと思って差別されたことはない、女性だと思って楽な仕事を与えられ

たこともないんですね。それよりも何よりも息子を育てるときに、男のくせにと育てる。

そうすると逆に息子が、「ママ、男女平等に反するんじゃない」って。どちらかというと今

男性のほうが柔軟な考えになってきて、年代の高い人じゃなくて、若い人たちはもっと柔

軟な考えになってきている。でも、逆に私たちぐらいからちょっと上の人たち、ましてや

私なんかでいくと、女性だからといって働けないと言われること自体に不満を感じる。企

業の推進を助けてあげるというシステムはいっぱいあるのに、実は働きたくないと思って

いる女性がいっぱいいるというのが私のかかわっている世界なんですね。だから、もっと

責任感をもって働いてほしいな、それが男女平等につながるんじゃないかなというのが普

段考えていることなんです。 

【大久保副会長】  そういうのをもっとわかりやすい言葉で人に伝えていくためにはど

うしたらいいのかこれから考えましょうということですよね。 

【諸橋会長】  だから、子ども向けのパンフレットをつくるのはそんなに難しいことで

はないと思うんですね。ここで皆さんでわいわい言いながら、絶対にこれは違うというの

がありますから、それ以外はいろんなのがあっていいじゃないというのが男女平等だと思

うし、それこそ前に使われていたジェンダー・フリーだと思いますので、そういう意味で

は決めつけるなというのだけでもいいから、子供たちに伝えていければ、これはまた市の
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職員にも、市民にも伝わっていく一つの概念じゃないかと思うんです。ぜひ今年度、来年

度の重点計画として、シンプルですけれども男女平等ということについての再定義、再Ｐ

Ｒを今一度、小金井としてやったほうがいいんじゃないかと思いますので、次回もその辺

を、できれば事務局のほうでパンフレットの簡単なラフスケッチのようなものを、このよ

うなレイアウトでこのようなものみたいな、あるいはほかの自治体の事例でも結構ですの

で、寄せ集めていただいたものを……。 

【大久保副会長】  とりあえずほかの自治体のものをちょっと集めていただいたほうが

いいんじゃないですか。 

【河合委員】  ほかの自治体にそんなのないですよね。 

【成瀬室長】  今のところそういう話は……。 

【河合委員】  私も聞いたことない。 

【大久保副会長】  東京都も出してないんですか。 

【河合委員】  男女平等向けの？ 

【事務局（吉川）】  概要版しかないと思います。 

【河合委員】  だから、小金井発のそういうものをつくりましょうということ。ほかの

市にもほかの区にもない、そういうのを先駆けてつくってみることが必要なんじゃないで

すかという。 

【諸橋会長】  でも、いろんな自治体で、男女平等の子ども向けみたいなパンフレット

はあると思いますよ。 

【大久保副会長】  少なくとも国はつくっているでしょう。 

【河合委員】  子ども向けの？ 私は見たことない。子どもの権利条約はあるんですよ。 

【大久保副会長】  だって国の法律ですよね。 

【諸橋会長】  権利条約はありますよね。男女平等も何かあったと思うけど。でも、違

うかもしれません。少なくとも啓発パンフレットはどこかの自治体で幾つか見たことがあ

るのと、条例は僕の知っている限り、確かに和光市ぐらいなんですけれども、ほかにもあ

るかもしれません。あるいは市民向けの条例のパンフレットも、わかりやすいのがあれば

収集していただければと思います。 

 もう時間が来てしまいました。その他の議題ということで何かありましょうか。 

【大久保副会長】  何年か前に参画室のほうで予算をとって、ＤＶのカードをつくりま

したね。あれは参画室の電話番号が書いてあるんですか。 
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【成瀬室長】  男女共同参画室の電話です。 

【大久保副会長】  でも、電話すると広報広聴課が出るんでしょう。 

【成瀬室長】  広報広聴課にかかってきます。組織的には男女共同参画室の電話が鳴る

ようになっています。 

【大久保副会長】  じゃあ、小金井市内であのカードを見てＤＶ被害にあっているから

私も電話しようと思った人は、そちらにまず一報を入れるんですよね。その後は、その管

轄のところに回されて……。 

【成瀬室長】  ですから、状況によって振り分けます。 

【大久保副会長】  成瀬さんの手を離れたら、参画室の手を離れたら、その後は……。 

【成瀬室長】  主管課にゆだねるということです。 

【大久保副会長】  参画室のほうは、最終的な報告はいつもらうんですか。 

【成瀬室長】  もらいません。 

【大久保副会長】  一切ですか。 

【成瀬室長】  そこは状況によるところがあるんでしょうけれども。 

【大久保副会長】  それは職員同士の内輪話というのがあるのかもしれないけど、そう

じゃなくて……。 

【成瀬室長】  内輪話ということではなくて、状況によって、ケースによってです。 

【諸橋会長】  あれはこうなってこうなりましたというのをこっちが聞く、それとも向

こうが言ってくるんですか。 

【成瀬室長】  なぜかといいますと、その状況によってはまた戻ってくる可能性があり

ますので、戻ってくる可能性があるものはこちらとしても対応を準備しなければならない

ですから、そのときの判断で状況を聞くことも現実あります。 

【諸橋会長】  しかし、事後のフォローがやっぱり大事ですよね。それをしておかない

と救済にならない。それから予防ができない。だから受付だけじゃ……。 

【大久保副会長】  結果、ほんとうに相談者が救われたのならいいんだけど、救われた

のかどうかもわからない。 

【諸橋会長】  そうなんですよね。だから組織的な問題というのはやっぱり考えないと

いけないと思いますし、僕らはもうちょっと事後のフォローをしていると、あるいは少な

くとも事例を積み重ねているのかなと思ったんだけど。 

【大久保副会長】  その担当のところがしているということですよね。 
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【河合委員】  成瀬室長じゃなくてもそのポジションにある人が、達成感がない仕事で

すね。はいどうぞと言って、送り込んでいるだけ。ＤＶの被害者を救おうという窓口が、

救ったんだか救ってないんだか全然わからないような仕事じゃ意味ないですよね。 

【成瀬室長】  利用者にとっては確かに不便な点があろうかと思いますが、加害者にと

っては、これをやることによって被害者が救われるところがありますので、加害者が直接

担当課に行かないようにというところも含めて。 

【河合委員】  それは当然そうなんですけれども、やっぱりこれじゃ達成感がないです

よね。私たちのつくった流れがそれでおしまいだったのでは、ちょっとやりがいが……。 

【諸橋会長】  聞いてみないとわからないもんだね。 

【大久保副会長】  じゃあ、１７年度１年間で、ＤＶのカードを見たりという形で窓口

に電話があった件数というのは。 

【成瀬室長】  カードを見てきたのかどうかというのはわかりませんが、相談は何件か

受けています。 

【大久保副会長】  実際に件数があったんですね。 

【成瀬室長】  はい。 

【諸橋会長】  それはたしか年次報告で出ますよね。 

【成瀬室長】  はい。 

【大久保副会長】  それ以上、私たちも知ることができないということですね。 

【成瀬室長】  中身としましては、こちらは情報を提供するわけにいきませんので、そ

こに関してはご勘弁いただきたいと思います。 

【河合委員】  じゃあ、ほかの何件かの窓口にお越しになった方も全部、どうぞ何々課

に行ってくださいというご案内だけですか。 

【成瀬室長】  具体的にいえば取り次ぎというよりも、こちらに担当者に来てもらうと

いう位置付けでやっております。こちらからその方を案内するということはしません。そ

の方を動かさないで、そこにいていただいて、担当者がこちらに出向いてくるという状況

で話を進めています。 

【河合委員】  室長の立場にある方は、同席はしないというのが原則になるんですね。 

【成瀬室長】  引き継ぎ後はそういうことになるかと思いますが、引き継ぎまでの間は

立ち会います。 

【河合委員】  ご本人にとっては二度説明しなきゃいけないことになるわけですね。 
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【成瀬室長】  実際の対応につきましては、電話を受けた段階で最初に説明をさせてい

ただいています。現状、この窓口については、こういうケースになりますので、その上で

担当課のほうに引き継ぎをいたしますという形で、一応説明をした上で状況によって話を

進めていきます。 

【大久保副会長】  電話してくる人はそれをちゃんと聞けるんですか。 

【成瀬室長】  私が受けた段階で、緊急性が必要な方はおりませんでした。 

【諸橋会長】  緊急性の程度にもよりますよね。 

【大久保副会長】  あと、外国の方、要するに日本語が主言語じゃない方からの相談は

年間にどれぐらいありますか。 

【成瀬室長】  私が来てから、今までの間に前例はありません。 

【大久保副会長】  ２年の間にということですよね。 

【諸橋会長】  でも、今後はあり得るだろうね。在日する外国人やオーバーステイの人

が増えてくるでしょうし。 

【大久保副会長】  女性総合相談の申し込みをするときはどこに電話するんですか。 

【成瀬室長】  男女共同参画室です。そこで予約の日程を。一応匿名という形でも受け

付けますので。 

【大久保副会長】  そっちのほうでも外国人の方はいないんですか。 

【成瀬室長】  今までありませんでした。言葉を普通にしゃべられてしまうと、日本人

か外国人かわかりませんので。 

【大久保副会長】  電話でちょっと日本語が危ないなというようなことは、少なくとも

今までなかったんですね。 

【諸橋会長】  外国人相談というのは別にあるんですね。 

【成瀬室長】  あります。 

【大久保副会長】  それはまた窓口が別なんでしょうね。 

【諸橋会長】  今の話だと、なかなかフォローしきれないとなると、共同参画の組織が

うんぬんというよりも、緊急性ないしは緊急性がなくても、相談と救済というのが男女共

同参画室のような部署だけでだめなものが出てくると、何か考えないといけませんよね。 

【諸橋会長】  相談一つとっても窓口だけではなかなか対処しきれないというのはおっ

しゃるとおりで、もうちょっと組織的なフォローが要る。それから救済し、原因を突きと

め予防していくというのが大事な男女平等行政ですから、もしこういう数人しかいない課
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だけでできない問題ということになれば、これは大事な課題だろうと思いますので、しか

と受けとめたいと思います。 

 ほかにどうでしょうか。傍聴の方でお書きになった意見の紙があれば、ここで読み上げ

るか取り上げるか、またこちらで采配をしますけれども。ＤＶ相談のカードが女性トイレ

に置かれるようになって、心の悩みとかそういうことは人目の少ないトイレの中なんかで

カードを手にすることで解決する糸口を見出せそうなので期待しています。もっと広範囲

に置いていただきたいと希望しますということですね。男女共同参画室の努力に感謝しま

すということをいただいています。 

 あと２点ほど書いてありまして、第３次行動計画のうち、子育て支援課の取り組みを心

強く思います。少子社会の改善は男女平等の啓発にかかわっているので、子育て支援課と、

その事業の広報広聴課の事業との連携を強めていただきたい。それから、市内の子育てグ

ループ活動は、市民レベルや学芸大協働などで活発化し、副読本や条例に載せる子供向け

の男女平等啓発印刷物発行などは、子育てグループ活動なんかのヒアリングやアイデア募

集などもすることで、より宣伝されるんじゃないかというご指摘をいただいています。ぜ

ひ取り入れられればと思います。それから、市誌編さん委員会に女性の委員がないという

のは、確かに統計上ゼロ人でしたので、希望しますということでいただいています。それ

から研究者や学者が小金井に多いので、もっと活用できるんじゃないかというご意見をい

ただいています。特に議題として取り上げることはないと思いますけれども、記録に残さ

せていただきたいと思います。ご意見ありがとうございました。 

 ほかになければ、ちょっと時間がオーバーしましたが、次回の日程を決めたいと思いま

す。 

【成瀬室長】  月を決めていただいて、こちらから再度予定表を送らせていただきます。 

【諸橋会長】  ７、８、９月のどれかですよね。議題としては、評価がどう推移してい

るかということで、まだ結果は出ないですよね。それから、職員意識調査のちょっとした

たたき台のようなものが考えられましょうか。 

【成瀬室長】  ８月ぐらいですと、審議会のほうの意見をこちらからお願いすることは

可能かと思います。 

【諸橋会長】  それからもう一つが、子ども向けの啓発ということですね。どちらも少

し時間がいりますので、８月、９月ぐらいでどうでしょうか。 

【成瀬室長】  では８月、９月に絞って、再度こちらから予定表を送らせていただきま
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す。 

【諸橋会長】  多分また７時－９時ということで、職員の方々、委員さんには申しわけ

ございませんが、これも我々の務めですので、８月か９月のどちらかで、皆さん方の最大

公約数をとりたいと思いますので、ご協力お願いいたします。では、８月か９月というこ

とで、事務局のほうで集約いただくということでお願いしたいと思います。 

 ほか、何か事務局のほうからご連絡とかございますか。よろしいですか。 

 きょうはこれで第３回の男女平等推進審議会をおしまいにしたいと思います。 

 

 ── 了 ──  
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小金井市男女共同参画施策推進行政連絡会議 

議長 企画財政部長 吉岡 伸一 

 

 

    第３次行動計画「個性が輝く小金井男女平等プラン」に関する 

    提言に対する所管課の今後の取組み及び課題等について（報告） 

 

 日ごろより、市の男女共同参画施策の推進のため、ご審議・ご指導をいただ

きありがとうございます。 

平成１７年１０月２１日付け、男女平等審議会会長よりいただきました提言

について、庁内「男女共同参画施策推進行政連絡会議」を通じ、所管課の今後

の取組み等の集約を行いましたのでご報告いたします。 

なお、引き続き男女平等社会実現に向け、第３次行動計画及び提言をもとに、

施策の早期実施に努めますのでよろしくお願いいたします。 



男女平等推進審議会男女平等推進審議会男女平等推進審議会男女平等推進審議会のののの提言提言提言提言にににに関関関関するするするする調査票調査票調査票調査票

所管課

1111 　　　　小金井市男女平等基本条例小金井市男女平等基本条例小金井市男女平等基本条例小金井市男女平等基本条例のさらなるのさらなるのさらなるのさらなるＰＲ、ＰＲ、ＰＲ、ＰＲ、浸透浸透浸透浸透をををを

　環境審議会等の各種の会議には、女性委員を選出するよ
う努力しています。また、機会があるたびに男女平等に関
するＰＲをしています。

環境政策課

 各種審議会等付属機関を設置する場合は、性別に拘ること
なく任命するよう心がける。

障害福祉課

 介護保険や高齢者福祉サービスのお知らせ等において、男
女がともに支えあうイメージの浸透を図るよう工夫をして
います。

介護福祉課

　男女共同参画教育事業として、時代とともに女性から男
女共同参画に係る諸問題を中心に講座を開催して学習して
いる。

公民館

2222 　「　「　「　「苦情処理苦情処理苦情処理苦情処理」」」」ののののＰＲＰＲＰＲＰＲをををを

　現在のところ環境政策課に男女平等に関することで苦情
は寄せられていません。

環境政策課

広報広聴課

　男女平等基本条例の周知活動と一体のものとして、苦情
処理の周知を図りたい。

広報広聴課

提　言　の　内　容 所管課の今後の取り組み及び課題等（予定を含む）

　２００３年７月に成立、施行された小金井市男女平等基本条例
は、その先進的な内容にもかかわらず、市民にも、また庁内にも認
知され浸透しているとは言えません。男女平等施策の基本となるも
のですので、あらゆる手段を使ってＰＲし、浸透させるよう強く要
望します。

　小金井市男女平等基本条例に規定されている苦情処理に関して、
今期の審議会は規定を設け、書式を定め、苦情処理委員も委嘱され
ています。市の施策及びプライベートな領域での男女不平等に関す
る苦情が寄せられないことに越したことはありませんが、小金井市
に女性への差別がないから苦情がないとは思えません。条例と同様
に幅広いＰＲを要望します。

　男女平等基本条例の制定時より、「男女共同参画週間の
つどい」事業を通して、法及び市の条例を広く周知するた
めの活動を行っている。しかし、過去３回の事業では参加
者が定員に達しない状況が続いており、内容及び参加対象
等を工夫し実施している。
　庁内においては、男女共同参画施策推進行政連絡会議に
より、施策の推進のため関係各課への周知及び連絡調整を
図っている。
　引き続き、条例が広く浸透するよう努め、他の男女共同
参画施策と連携して周知を図りたい。



所管課提　言　の　内　容 所管課の今後の取り組み及び課題等（予定を含む）

3333
　　　　市民向市民向市民向市民向けけけけ・・・・職員向職員向職員向職員向けのけのけのけの男女平等意識調査男女平等意識調査男女平等意識調査男女平等意識調査のののの実施実施実施実施をををを

小金井市における男女平等の推進度は、市民や職員の男女平等意
識に関する継続的な調査を行うことで測定されます。数年おきの定
期的な意識調査により施策の効果を図るとともに、実施すること自
体に啓発的効果があり、また、その結果を公表することで意識づく
りが進む、市民向け・職員向けの男女平等意識調査の実施を要望し
ます。

4444
第第第第３３３３次次次次行行行行動動動動計計計計画画画画推推推推進進進進状状状状況況況況調調調調査査査査報報報報告告告告をををを速速速速ややややかかかかににににしししし、、、、事事事事業業業業のののの評評評評価価価価時時時時

期期期期をををを前倒前倒前倒前倒ししたいししたいししたいししたい

　現在、本審議会が進捗状況評価している行動計画は、既に済んで
しまった２年前の実績に対して評価をし、一方では既に進行してい
る事業については提案できないような評価システムでは、いろいろ
な不都合があります。せめて、前年度の実績に対する評価ができる
よう速やかな報告を望みます。

5555
　　　　第第第第３３３３次行動計画推進状況調査報告次行動計画推進状況調査報告次行動計画推進状況調査報告次行動計画推進状況調査報告にににに男女平等男女平等男女平等男女平等のののの視点視点視点視点をををを

　概ね、前年と同様に計画に沿った事業を実施しています。 経済課

「のびゆくこどもプラン　小金井」を策定し、その計画に
基づいて施策を推進しています。

子育て支援課

　概ね計画に沿って事業を実施しています。 児童青少年課

広報広聴課

　行動計画の体系に沿った報告に努めます。 広報広聴課

　市民向け「男女平等意識に関する市民意識・実態調査」
は、「ともに生きる小金井市行動計画（第２次）」に基づ
く施策として平成１１年度に実施された。
　第３次行動計画「個性が輝く小金井男女平等プラン」
（平成１５年度～平成２４年度）においては、計画の区分
を「Ｂ（平成１５年度～平成１９年度までの実施をめざす
事業）」として計画されており、計画年度内の事業実施を
図りたい。
　なお、職員向け意識調査については、平成１８年度の早
い時期に実施したい。

広報広聴課

　各課の行動計画進捗状況報告の記述には、男女平等の視点がどの
ように生かされているのかよく分からないものも見られます。「施
策の概要」に沿った報告を望みます。

　行政評価事業については、平成１７年度に全事業の約半
数の評価を実施し、平成１８年度においては、全事業の約
７５％に拡大して実施を予定している。
　行政評価事業及び第３次行動計画推進状況調査報告の処
理予定（別紙参照）のとおり、概ね７か月ほどの期間が必
要であり、また、行動計画対象事業のすべてが行政評価の
対象になっていないことが課題である。
　しかし、男女平等推進審議会において行動計画の推進状
況評価の審議時間を確保するため、調査・集計日程等を短
縮し報告書が作成できるよう努力したい。



所管課提　言　の　内　容 所管課の今後の取り組み及び課題等（予定を含む）

6666 男男男男女女女女平平平平等等等等推推推推進進進進審審審審議議議議会会会会でででで審審審審議議議議さささされれれれたたたた要要要要点点点点をををを速速速速ややややかかかかににににココココミミミミュュュュニニニニケケケケーーーー
トトトト

　男女平等推進審議会で審議された要点を、関係各課と連
携・調整を図るため、庁内情報システムを利用し周知して
いきます。

広報広聴課

7777
　　　　まずはまずはまずはまずは職員職員職員職員のののの意識改革意識改革意識改革意識改革・・・・実践実践実践実践からからからから

性別役割分業を流動化し、公平化してゆくためには、ワークシュ
アの発想と実践が欠かせません。また、次世代育成支援策も不可欠
です。まずは庁内の職員が、性別や時間帯、職域などにとらわれな
いフレキシブルで公平な勤務体制をとり、ワークシュアの範を示し
てもらえればと思います。また、他市に先駆けて庁内に保育所を設
けるだけでも、社会的に大いに話題となるでしょう。

8888
　　　　すべてのすべてのすべてのすべての事業事業事業事業にににに、、、、必要必要必要必要にににに応応応応じてじてじてじて保育保育保育保育をををを

　提言の必要性は認識していますが、今後、保育室の確保
や安全性、既存の施設や制度の活用も含めて研究する必要
があります。

経済課

　説明会等の開催の折には、参加者からご要望があれば、
保育室を設けるようにしています。

介護福祉課

　対応しています。（児童館運営審議会） 児童青少年課

　主催講座を開催する際に、必要に応じ保育対応の措置を
とっている。

公民館

広報広聴課

　今後も男性・女性だけに偏らない人員配置により、男女
平等の職場環境を醸成する。
　また、「小金井市職員次世代育成プラン」に基づき職員
向けパンフレットを作成する。
　なお、庁内の保育所の設置は庁内のスペースの問題もあ
り、また、小金井市の待機児童数との現状から、市民のた
めの保育所を優先するべきものと考え、庁内に保育所を設
置する考えはない。

職員課

 　昨年、国は、史上初めてとなる少子化・男女共同参画特
命大臣をさせ、男女協働参画社会の実現に向けて、本格的
な取り組みを開始いたしました。また、市政においても、
男女平等の政策は重要かつ喫緊の課題と認識しておりま
す。ご指摘の事項に関しましては、現在においても各種審
議会における審議内容について、市のホームページへ掲載
するなど今後も積極的な情報の発信に努めてまいります。

企画課

　同様に、市民向けの講座などの事業や審議会などに、ＮＰＯや委
託事業者などを活用し、必要に応じて保育がつくようにしてもらえ
ればと考えます。「安心して子どもを生み・育てられる小金井市」
の定評が得られます。

　男女共同参画施策事業の、こがねいパレット実行委員会
開催時及び事業開催日、男女共同参画週間のつどい開催
日、及び男女平等推進審議会開催日の傍聴者用として保育
室を措置している。

　男女平等推進審議会で扱われた審議内容の要点を、企画部署が中
心となって各課に速やかに連絡されるよう望みます。また、庁内連
絡会を活用し、各課との連携・調整を図っていただきたいと考えま
す。そのためにも、男女平等政策は庁内横断的なものであることを
認識し（「ジェンダーのメインストリーム化」などと言います。）
縦割りテリトリーの発想にとらわれずに庁内のコミュニケーション
を効果的に図っていただくよう要請します。



所管課提　言　の　内　容 所管課の今後の取り組み及び課題等（予定を含む）

9999
　　　　拠点施設拠点施設拠点施設拠点施設のののの検討検討検討検討をををを

行動計画づくりの際にも、また、条例づくりの際にも、しばしば
指摘されてきたことは、男女平等施策の拠点となる小金井市におけ
る男女平等センターの設置です。特に現行婦人会館は、その機能を
果たしていません。速やかに婦人会館の問題について検討し、たと
えば駅前再開発の中に男女平等センターの開設を入れ込むことを強
く望みます。

　市では、平成１８年度から平成２２年度までを計画期間
とする第３次小金井市基本構想後期基本計画（平成１８年
３月策定）のなかで、女性の生活と地位向上を図るための
活動拠点として、「（仮称）男女平等推進センター」の設
置を検討することとしています。
　なお、設置場所についてはご指摘の事項を踏まえ、今後
も研究してまいります。

企画課



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 広報広聴課男女共同参画室共同参画室

ⅠⅠⅠⅠ　　　　地方自治法第地方自治法第地方自治法第地方自治法第１８０１８０１８０１８０条条条条のののの５５５５にににに基基基基づくづくづくづく委員会及委員会及委員会及委員会及びびびび委員委員委員委員

次期 うち

 　　　　　　　名称 根拠法令名称 総  女性  割合％  任期 改選 学識 関係 市議会 一般 公募

委員数 委員数 予定 識見者経験者 団体 議員 市民 市職員その他 委員

教育委員会
地方教育行政の組織及び運営に
関する法律 5 2 40.0 4 19.20.21.22 5 庶務課

選挙管理委員会 選挙管理委員会規程 4 1 25.0 4 20.12.23 4 選挙管理委員会

人事委員会（公平委員会） 3 0.0 4 委員毎 3 職員課

監査委員 地方自治法第１９５条 3 1 33.3 4 18・19・20 2 1 監査委員事務局

農業委員会 農業委員会等に関する法律 15 0.0 3 20.7.20 1 10 4

固定資産評価審査委員会 地方税法第４２３条 3 1 33.3 3 20.9.12 3 総務課

 　　　　 Ⅰ 　　　　 Ⅰ 　　　　 Ⅰ 　　　　 Ⅰ　　　　合計合計合計合計 33 5 15.2 17 1 10 5 0 0 0 0

農業委員会

審議会等女性の登用状況調査（平成18年4月１日現在）

構成委員内訳

 所管課



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 広報広聴課男女共同参画室共同参画室

ⅡⅡⅡⅡ　　　　地方自治法地方自治法地方自治法地方自治法２０２２０２２０２２０２条条条条のののの３３３３にににに基基基基づくづくづくづく附属機関附属機関附属機関附属機関（（（（法律若法律若法律若法律若しくはしくはしくはしくは、、、、それにそれにそれにそれに基基基基づくづくづくづく政令政令政令政令またはまたはまたはまたは条例条例条例条例にににに基基基基づきづきづきづき設置設置設置設置されたものされたものされたものされたもの））））

次期 うち

 　　　　　　名称 根拠法令名称 総  女性  割合％  任期 改選 学識 関係 市議会 一般 公募

委員数 委員数 予定 識見者経験者 団体 議員 市民 市職員その他 委員

市民参加推進会議 市民参加条例 12 3 25.0 2 19.1 2 8 2 6 企画課

指定管理者選定委員会
公の施設の指定管理者の指定手続等
に関する条例 5 0.0 2 20.2 4 1 企画課

男女平等推進審議会 男女平等基本条例 10 7 70.0 2 19.10 5 5 5 広報広聴課

情報公開・個人情報保護審査会 情報公開・個人情報保護審査会条例 5 2 40.0 2 19.10.1 5 総務課

情報公開・個人情報保護審議会 情報公開・個人情報保護審議会条例 12 2 16.7 2 19.10.1 4 5 3 3 総務課

防災会議 防災会議条例 21 0.0 2 18.12.1 10 10 1 防災交通課

消防団運営審議会 消防団運営審議会条例 11 0.0 2 19.5 5 2 3 1 防災交通課

交通安全推進協議会 交通安全推進協議会設置条例 20 2 10.0 2 18.5.1 19 1 防災交通課

公務災害補償等審査会
議会の議員その他非常勤の職員　の
公務災害補償に関する条例 3 0.0 3 19.11.1 3 職員課

小口事業資金融資審議会 小口事業資金融資あっせん条例 6 1 16.7 2 19.4.1 4 1 1 経済課

消費生活審議会 消費生活条例 7 1 14.3 2 18.10 2 3 2 2 経済課

国民健康保険運営協議会 国民健康保険条例 17 6 35.3 2 19.1 7 4 5 1 保険年金課

緑地保全対策審議会 緑地保全及び緑化推進条例 9 5 55.6 2 18.10.31 4 2 3 2

地下水保全会議 地下水及び湧水を保全する条例 5 2 40.0 2 19.11 4 1 環境政策課

廃棄物減量等推進審議会 廃棄物の処理及び清掃に関する法律 15 4 26.7 2 18.6 3 7 5 5 ごみ対策課

廃棄物減量等推進員協議会 廃棄物の処理及び清掃に関する法律 89 48 53.9 2 19.3 89 ごみ対策課

民生委員推薦会 民生委員法第８条 7 2 28.6 3 19.10.1 1 1 1 1 3 福祉推進課

福祉サービス苦情調整委員 福祉サービス苦情調整委員設置条例 2 1 50.0 3 21.3.31 2 福祉推進課

障害程度区分判定審査会 障害者自立支援法 27 6 22.2 1 19.4 4 22 1 障害福祉課

介護認定審査会 介護保険法 38 15 39.5 1 18.7 6 32 介護福祉課

環境政策課
(欠員１）

審議会等女性の登用状況調査（平成１8年4月１日現在）

構成委員内訳

 所管課



次期 うち

 　　　　　　名称 根拠法令名称 総  女性  割合％  任期 改選 学識 関係 市議会 一般 公募

委員数 委員数 予定 識見者経験者 団体 議員 市民 市職員その他 委員

構成委員内訳

 所管課

介護保険運営協議会 介護福祉条例 10 6 60.0 3 18.10 1 5 4 4 介護福祉課

市民健康づくり審議会 市民健康づくり審議会条例 15 5 33.3 2 20.1 9 1 5 2 健康課

青少年問題協議会 青少年問題協議会条例 25 4 16.0 2 19.6 11 4 5 4 1 児童青少年課

青少年の育成環境審議会 青少年の健全な育成環境を守る条例 10 3 30.0 2 19.2.28 1 6 3 3 児童青少年課

児童館運営審議会 児童館条例 10 7 70.0 2 19.6 5 2 3 3 児童青少年課

都市計画審議会 都市計画法第７７条 19 3 15.8 2 18.10 6 4 9 計画課
東小金井駅北口土地区画整理審議
会

東小金井駅北口土地区画整理事業施
行規程を定める条例 10 1 10.0 5 22.9 2 8 8 区画整理課

東小金井駅北口土地区画整理事業
評価員

東小金井駅北口土地区画整理事業施
行規程を定める条例 3 0.0 事業完了まで 3 区画整理課

奨学資金運営委員会 奨学資金支給条例 7 4 57.1 2 19.5 3 2 2 2 庶務課

社会教育委員 社会教育法第１５条 9 6 66.7 2 19.9 1 4 3 1 3 生涯学習課

市誌編さん委員会 市誌編さん委員会条例 7 0.0 3 委員毎 2 3 2 生涯学習課

文化財保護審議会 文化財保護条例 7 1 14.3 2 20.3 7 生涯学習課

体育指導委員（協議会） スポーツ振興法第１９条 25 10 40.0 2 20.4 15 10 体育課

図書館協議会 図書館協議会条例 10 5 50.0 2 19.10 4 3 3 3 図書館

公民館運営審議会 公民館条例 10 4 40.0 2 19.9 1 6 3 3 公民館

公民館企画実行委員 公民館条例 30 16 53.3 2 18.7 30 公民館

ⅡⅡⅡⅡ　　　　合計合計合計合計　　　　 528 182 34.5 32 90 253 24 93 26 10 54



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 広報広聴課男女共同参画室共同参画室

ⅢⅢⅢⅢ　　　　設置要綱設置要綱設置要綱設置要綱などによりなどによりなどによりなどにより、、、、長長長長のののの私的諮問機関私的諮問機関私的諮問機関私的諮問機関としてとしてとしてとして設置設置設置設置されているされているされているされている審議会等審議会等審議会等審議会等

次期 うち

 　       　　名称 根拠法令名称 総  女性  割合％  任期 改選 学識 関係 市議会 一般 公募

委員数 委員数 予定 識見者経験者 団体 議員 市民 市職員その他 委員

行財政改革市民会議　 行財政改革市民会議設置要綱　 9 4 44.4 2 20.3.29 1 5 3 3 行政管理課

駅周辺放置自転車対策協議会 駅周辺放置自転車対策協議会規約 27 2 7.4 2 19.10.20 27 防災交通課

社会福祉委員 社会福祉委員設置規定 80 65 81.3 3 19.12.1 80 福祉推進課

福祉有償運送運営協議会 福祉有償運送運営協議会設置要綱 8 1 12.5 2 19.11 1 4 1 2 障害福祉課

母子保健連絡協議会 母子保健連絡協議会設置要綱 9 6 66.7 2 20.2.24 6 3 健康課

在宅歯科診療事業連絡協議会 在宅歯科診療事業実施要綱 8 1 12.5 2 19.4.1 6 2 健康課

予防接種健康被害調査委員会
予防接種健康被害調査委員会設置要
綱 6 1 16.7 2 19.4.1 3 2 1 健康課

児童福祉審議会 児童福祉審議会規程 10 6 60.0 2 19.8.31まで 2 4 3 1 3 子育て支援課
子ども家庭支援センター運営協議
会

子ども家庭支援センター運営協議会
設置要綱 10 8 80.0 2 20.9 1 2 4 1 2 2 子育て支援課

ＪＲ中央本線連続立体交差事業関
連街づくり委員会

ＪＲ中央本線連続立体交差事業関連
街づくり委員会設置要綱 10 1 10.0 3 18.11 4 2 2 2 2 計画課

東小金井駅北口まちづくり協議会
東小金井駅北口まちづくり協議会設
置要綱 14 1 7.1 1 18.7まで 3 10 1 10 区画整理課

心身障害教育推進委員会 心身障害教育推進委員会規程 41 25 61.0 1 19.4 4 37 指導室

就学指導委員会 就学指導委員会設置要綱 20 12 60.0 2 19.7 1 3 17 学務課

明るい選挙推進協議会 明るい選挙推進協議会規約 6 2 33.3 2 20.4.1 6 選挙管理委員会

明るい選挙推進委員 明るい選挙推進協議会規約 23 9 39.1 2 20.4.1 23 選挙管理委員会

ⅢⅢⅢⅢ　　　　合計合計合計合計 281 144 51.2 1 15 76 0 23 17 150 20

ⅠⅠⅠⅠ＋＋＋＋ⅡⅡⅡⅡ＋＋＋＋ⅢⅢⅢⅢ＝＝＝＝総合計総合計総合計総合計 842 331 39.3 50 106 339 29 116 43 160 74

委員会数   女性を含む委員会

＊審議会等の名称及び根拠法令名称は、「小金井市」の冠を除いて表記 Ⅰ 6 4

　 Ⅱ 36 30

Ⅲ 15 15

　 計 57 49

83.3

100.0

86.0

  左の割合(％）

66.7

 所管課

審議会等女性の登用状況調査（平成１8年4月１日現在）

構成委員内訳



小 金 井 市
管理職総数
（ Ａ ）

う ち 女 性 割合
係長級総数
（ Ｂ ）

う ち 女 性 割 合
職 員 総 数
（ AB 除 く ）
（ Ｃ ）

う ち 女 性 割 合
総 数

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
う ち 女 性 割 合

事務職 58 8 13.8% 92 19 20.7% 305 100 32.8% 455 127 27.9%

福祉職 #DIV/0! 10 10 100.0% 84 84 100.0% 94 94 100.0%

技術系 13 0.0% 17 2 11.8% 90 48 53.3% 120 50 41.7%

技能系 #DIV/0! #DIV/0! 111 32 28.8% 111 32 28.8%

合計 71 8 11.3% 119 31 26.1% 590 264 44.7% 780 303 38.8%

事務系職員内訳：　事務、法務、司書、経営指導、社会教育、指導主事

福祉系職員内訳：　福祉、保育士、福祉技術、心理　

技術系職員内訳：　土木、電気、機械、建築、化学、農業土木、林業、畜産、

　　　　　　　　　　　　造園、水質検査、農業技術、獣医、体育指導、音楽指導、

　　　　　　　　　　　　環境衛生監視、医師、歯科医師、診療エックス線技師、

　　　　　　　　　　　　歯科技工士、理学療法士、作業療法士、栄養士、看護師、

　　　　　　　　　　　　保健師、助産師、臨床検査技師、衛生監視

技能系職員内訳：　自動車運転、自動車整備、機械管理、電話交換、食肉処理、

　　　　　　　　　　　　動物飼育、給食調理、病院調理、農園芸

※　公立学校の教員、幼稚園の園長及び嘱託、臨時職員は、調査対象から除く

　　保育園の園長や保育職その他の常勤職員は調査対象

職員の内訳（平成18年４月１日現在）


